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「生理の貧困」解消に向けた徳島県内初の取組 

生理用ナプキン配布ボックスのトライアル設置について 
 

 平素は本学の教育研究活動にご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 四国大学では、誰もがより快適に過ごせるキャンパスを目指し、「生理の貧困」解消に向けた取組

みをスタートします。 

 この取組は、生理用品の無料提供により、経済的に困難な状況にある学生も安心して学業に集中で

きる環境を整えるとともに、「誰一人取り残さない」ダイバーシティ・キャンパスの実現に向けて、

男性・教職員を含めた大学全体の理解を深め、偏見をなくすための教育啓発の一環として実施するも

のです。 

 具体的には、日本リースキン株式会社様の「ル

ーナスサポート ZERO」システムの導入により、

学内 5 ケ所に自動開閉式サニタリーボックスと、

生理用品配布ボックスを設置いたします。設置に

際しては、6 月から 3 ケ月間のトライアル期間を

設け、四国大学学生 GX 委員会が作成した周知用

チラシやポスターの掲示、生理用品無料配布につ

いてのアンケートを行います。 

 

 「生理の貧困」解消に向けた取組は県内大学では初めてであり、本学がこの問題に積極的に取り組

むことは大学の社会的責任の具体的実践につながると考えます。 

 

【四国大学学生 GX委員会とは】 

 環境への配慮や社会的な課題への取組を通じて、キャンパス全体が持続可能な場となることを目指し、

学生目線の事業を企画・実行する委員会として 2023 年に設立。現在、学科横断で 19 名の学生が活動を

行っている。 

 

四国大学は、これまでの 100 年を礎に、これからの 100 年を創造します。 

 ＜問い合わせ先＞ 

 四国大学学生 GX委員会 

 副学長         加渡 いづみ 

 経営情報学科 准教授  三木田 尚美 

   mikita-hisami@shikoku-u.ac.jp 

   088-665-9651（平日 9～17時） 

mailto:mikita-hisami@shikoku-u.ac.jp


「あたりまえ」をすべての人に
無料生理用ナプキン設置
トライアル開始！

生理の不安が学びを妨げないキャンパスへ

アンケートのご協力をお願いします
利用状況やニーズについて
アンケート調査を実施します
・アンケートの回答は匿名化され、個人を特定することはありません

企画    ：四国大学学生GX委員会

開始時期
令和7年6月〜

日本リースキン株式会社様のご協力により
「ナプキンBOX」と「自動開閉式サニタリーBOX」を設置します

設置場所
・A館１階 女子トイレ
・P館１階 女子トイレ
・U館１階 児童学科側女子トイレ
・R館１階 女子トイレ
・⻝堂１階 多目的トイレ

SDGsに貢献

※留意事項

設置数に限りがあるため、おひとり様⼀回につき⼀枚までのご利⽤でお願いします。

定期的に補充いたしますが、状況により不⾜する場合もあります。予めご了承ください。

問い合わせ先：i-kado@shikoku-u.ac.jp
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加渡研究室
三木田研究室


